別紙様式２

　　　　　　　鳥獣被害防止総合支援事業及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の評価報告（令和４年度報告）

　１　事業実施に関する項目

	市町名
	松山市

	協議会名
	松山市鳥獣被害防止対策協議会

	事業実施年度
	令和２年度～令和４年度

	対象地域
	松山市全域

	対象鳥獣
	イノシシ、ニホンザル、ニホンジカ、カラス類、ヒヨドリ、
ハクビシン


　２　事業効果の発現状況

	松山市では、平成23年3月24日に松山市鳥獣被害防止対策協議会を設立し、野生鳥獣による被害防止対策の充実、強化を図るとともに、関係機関連携の下、総合的な被害防止体系を確立し、農林業の被害軽減等に資する取り組みを行っている。
　捕獲に関する取り組みとして、平成24年度から国費を活用した箱わな等の捕獲資材の導入を実施し、令和2年度から令和4年度の間に、箱わな37基（平成24年度からの累計127基）、鳥獣感知センサー8台（平成27年度からの累計57台）を購入、設置することでイノシシの捕獲推進と成獣の捕獲強化を図っている。また、市の狩猟免許取得補助制度により令和2年度1名、令和3年度5名、令和4年度2名、（平成23年度からの累計200名）が狩猟免許を取得したことに加え、毎年、くくりわなをはじめとする捕獲技術向上のための研修会を開催（令和2年度・令和3年度はコロナウイルス感染拡大防止のため中止）するなど、狩猟者の確保、育成に取り組んでいる。その結果、市の有害捕獲許可による捕獲頭数は、令和3年度に減少したものの増加傾向にあり、令和3年度から令和4年度にかけて、イノシシの捕獲頭数が約1.48倍、シカの捕獲頭数が約1.24倍、サルの捕獲頭数が約1.37倍となるなど、大幅に増加した。
　被害防除の取り組みとして、電気柵や鉄柵等の鳥獣被害防止施設を整備する際に、その資材購入費を助成しており、年度ごとの設置距離は、令和2年度32,834ｍ、令和3年度38,933ｍ、令和4年度31,956ｍとなっている。制度の活用が進み、設置距離の総延長が増えたことによりイノシシ対策等で効果を上げている。



　注）地域の体制整備、被害防止効果、捕獲状況、人材育成状況、耕作放棄地の解消等様々な角度から記載すること。　　

　３　各事業の内容と事業効果に関する項目

	事業内容
	事業量
	管理主体
	供用開

始時期
	利用率

稼働率
	事業効果

	【国補助事業】
・箱わな、鳥獣感知ｾﾝｻｰ整備

	13基（箱わな）・3台（ｾﾝｻｰ）
12基（箱わな）・2台（ｾﾝｻｰ）
12基（箱わな）・3台（ｾﾝｻｰ）

	松山市鳥獣被害防止対策協議会
	R2.9
R3.10
R4.10
	100%

100%

100%


	国補助事業を活用して購入した箱わなを猟友会各支部に貸し出し、設置することで、イノシシの捕獲頭数の増加に効果を上げている。また、イノシシの捕獲個体数を減らすために有効な成獣の捕獲を推進するため、平成27年度から、個体の大きさを自動感知するセンサーを貸出箱わな等に設置しており、効果が出ている。

	【国補助事業】
【市補助事業】
・緊急捕獲


	○令和２年度　捕獲計　3,729
ｲﾉｼｼ　　3,066頭（成2,501、幼565）
ﾆﾎﾝｼﾞｶ　　350頭（成325、幼25）
ﾆﾎﾝｻﾞﾙ 　　87頭（成81、幼6）
ｶﾗｽ  　　　28羽
ﾊｸﾋﾞｼﾝ 　 198頭
○令和3年度　捕獲計　3,393
ｲﾉｼｼ　　2,582頭（成2,096、幼486）
ﾆﾎﾝｼﾞｶ　　497頭（成449、幼48）
ﾆﾎﾝｻﾞﾙ  　124頭（成112、幼12）
ｶﾗｽ　　　　25羽
ﾊｸﾋﾞｼﾝ 　 165頭
○令和4年度　捕獲計　4,847
ｲﾉｼｼ　　3,831頭（成2,996、幼835）
ﾆﾎﾝｼﾞｶ　　617頭（成542、幼75）
ﾆﾎﾝｻﾞﾙ 　 170頭（成151、幼19）
ｶﾗｽ  　　　34羽
ﾊｸﾋﾞｼﾝ 　 195頭
	―
	―
	―
	　本事業による令和2年度の捕獲実績は3,729、令和3年度の捕獲実績は3,393、令和4年度の捕獲実績は4,874であった。
捕獲頭数は令和3年度に減少したものの増加傾向にあり、令和3年度から令和4年度にかけて、イノシシの捕獲頭数が約1.48倍、シカの捕獲頭数が約1.24倍、サルの捕獲頭数が約1.37倍となるなど、大幅に増加した。


	事業内容
	事業量
	管理主体
	供用開

始時期
	利用率

稼働率
	事業効果

	【市補助事業】
鳥獣被害防止施設補助

・電気柵
・鉄柵等（金網等）

	16,579ｍ

22,074ｍ

21,981ｍ

16,255ｍ

16,859ｍ

9,975ｍ

	農家個人（共同）
〃

〃

〃

〃

〃

	R2年度
R3年度

R4 年度
R2 年度
R3年度
R4年度


	100％
100％

100％

100％

100％

100％
	電気柵や鉄柵等の鳥獣被害防止施設を整備する際に、その資材購入費を助成しているが、年々、防護柵整備による防除対策が集落に浸透し、個人設置のみならず、効果の高い共同での設置もなされるなど、設置地域でのイノシシ対策等で効果を上げている。


	【市補助事業】
狩猟免許取得補助

	　　　　1名
5名
2名
	農家個人
農家個人
農家個人
	R2年度
R3年度
R4年度
	
	新たに狩猟免許を取得する者に対し取得に要する費用を助成することで、狩猟者の増加を推進し、捕獲体制の確保にも繋がっている。


　４　被害防止計画の目標と実績

（１）被害防止計画の目標達成状況

	イノシシについては、令和2年度から令和4年度にかけて、被害金額は減少したが、被害金額、被害面積ともに計画目標数値の達成には至らなかった。
サルについては、令和元年度に被害面積がほぼ目標値を達成したが、令和２年度に入り、群れによる園地への出没が増加したことで被害が増加し、計画目標数値の達成には至らなかった。
シカについては、タケノコ等の被害が減少したことで、被害金額、被害面積ともに減少したが、計画目標数値の達成には至らなかった。
カラス、ヒヨドリについては、被害金額、被害面積とも維持若しくは減少傾向にあるが、計画目標数値の達成に至らなかった。
ハクビシンについては、平成30年度から捕獲報償費の対象とし、令和２年度は捕獲頭数が昨年度の約2.0倍になるなど、捕獲推進に取り組んだが、計画目標数値の達成には至らなかった。



（２）被害目標数値に対する実績

	被害防止計画の目標と実績
	事業実施主体の評価

	対象鳥獣
	被害金額（千円）
	被害面積（ha）
	

	
	目標値
	実績値
	達成率（％）
	目標値
	実績値
	達成率（％）
	

	イノシシ
	7,071
	26,372
	0.0
	2.72
	9.08
	0.5
	　イノシシについては、箱わな等捕獲資材の整備や捕獲補助、市の補助による被害防護柵の整備しているが、被害面積の増加し、被害が拡大した。今後も地域と連携した対策の推進が必要である。
サルについては、捕獲のみならず、モンキードッグの導入や動物駆逐用煙火を用いた地域ぐるみの追い払い活動により、被害軽減に取り組んでいるが、園地への出没が増加し、被害も増加した。今後も地域と連携した対策の推進が必要である。
シカについては、稲の被害が減少したため、目標値を達成した。
カラスについては、柑橘全般の被害が増加しているが、目標値を達成した。
ヒヨドリについては、被害は微増にあるものの、目標値の達成に至っていないため、引き続き防鳥ネットの設置推進等の対策を進める必要がある。
ハクビシンについては、捕獲数が増加しており、園地や市街地への出没も増加している。今後も被害状況の把握に努め、小動物用箱わなを整備するなど、被害防止を図る必要がある。

	ニホンザル
	619
	6,314
	0.0
	0.19
	0.86
	0.0
	

	ニホンジカ
	454
	60
	137.3
	0.53
	0.30
	118.7
	

	カラス
	673
	537
	108.2
	0.11
	0.06
	118.5
	

	ヒヨドリ
	848
	2,928
	0.0
	0.29
	0.86
	14.9
	

	ハクビシン
	450
	1,851
	0.0
	0.16
	0.49
	10.8
	

	合計
	10,115
	38,062
	0.0
	4.00
	11.65
	18.5
	


　５　第三者の意見　　　

	コメント


	　イノシシやシカ、サル、ハクビシンについては、令和２年度から令和４年度にかけて捕獲頭数が増加しており、生息域の拡大に伴う今後の被害増が懸念される。イノシシについては、被害金額、被害面積ともに大きく増加はしていないが、既存の被害地域での対策に加え、新たな地域での被害防止対策を進めていく必要があると考える。駆除のみならず、引き続きこれまで取り組んできた地域ぐるみの鳥獣対策のノウハウを活かした地域住民への意識醸成に力を入れてもらいたい。
　サルについては、モンキードッグの導入や動物駆逐用煙火を用いた追い払いなど、地域を主体とした取組が行われているが、被害が増加しており、対策が十分であるとは言い難い。サル対策は非常に難しいが、今後は防除に加え、駆除等を含めた複合的な対策の検討を要すると考える。



